
                

              

 

                            

                              

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                             

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 校内フリースペースは、「校内で安心して過ご

せる場」の確保であるが、「学校が本来どうあるべき

か」を考えていく重要な取り組みであり、学校の在

り方を学校自身が考えていく「拠点」ともいえる。

教育長はどう考えるか。         

教育長答弁 子ども中心、学習者に応じ 

た学びを展開していく拠点の一つとな 

る。 

●再質問をしたが、質疑がかみ合わず残念であった。        
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 昨年度の全国小中学校の不登校児童生徒数は、29

万 9048人で過去最多となった。10年連続の増加であ

る。不登校児童生徒とは 1年間に 30日以上欠席した

児童生徒のことだが、昨年の鎌倉市の不登校児童生

徒数は 287人で、全国同様年々増加している。 

不登校児童生徒が抱える課題は様々だ。にもかか

わらず、学校が判断した不登校の理由の過半数が、

「無気力、不安」であることには合点がいかない。「無

気力になる前に、何があったのか。」無気力に見える

児童生徒の本当の気持ちを把握しなければ、「本来学

校がどうあるべきなのか」「どのように支援するべき

なのか」が見えてこない。 

さて来年度から、鎌倉市では 3年間かけて、「校内

フリースペース」を設置していく。教室に入りづら

い子ども、登校に困難を抱えている子ども達が、校

内で心を休め、気持ちを受け止めてもらい、また教

室に戻っていけるように支援する「止まり木のよう

な部屋である」と教育委員会は表現している。この

ような受け止め方が共有されること願うばかりだ。 

2023年９月議会報告 
 

一
般
質
問
よ
り 

 

10
年
前
、
教
員
が
多
忙
で
あ
る
こ
と
の
問
題
性
を
議

会
で
取
り
上
げ
る
と
、
「
忙
し
い
の
は
ど
ん
な
仕
事
も

同
じ
だ
よ
。
教
員
に
楽
を
さ
せ
た
い
の
か
」
と
い
う
ヤ

ジ
が
議
場
で
飛
ん
だ
。
「
教
員
の
多
忙
」
に
政
府
が
本

気
で
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
付
け
が
今
、
学
校
現
場

に
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
。 

「
教
員
の
な
り
手
不
足
、
教
員
未
配
置
問
題
の
深
刻

化
、
教
員
の
メ
ン
タ
ル
休
職
者
数
過
去
最
高
、
不
登
校

児
童
生
徒
数
過
去
最
高
」
と
い
う
結
果
に
結
び
付
い
て

い
る
と
言
え
る
。
９
月
議
会
で
は
、
教
職
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
質
疑
を
お
こ
な
っ
た
。 

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
把
握
さ
れ
た
こ
と 

答
弁 

退
勤
時
刻
が
過
ぎ
て
も
教
員
の
本
務
と
し
て
の

仕
事
を
、
2
時
間
以
上
行
っ
て
い
る
教
員
は
小
学
校

で
3
割
、
中
学
校
で
5
割
い
る
。
引
き
続
き
「
学

校
の
働
き
方
改
革
」
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

◆
こ
れ
か
ら
の
水
泳
指
導
に
つ
い
て 

質
問 

各
校
の
水
泳
指
導
は
毎
年
多
く
て
も
２
～
３
回

し
か
行
え
な
い
。
使
用
頻
度
に
比
べ
て
プ
ー
ル
の
維

持
管
理
費
も
高
く
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。
一
方
プ

ー
ル
清
掃
な
ど
管
理
業
務
が
多
岐
に
わ
た
り
教
職

員
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
外
プ
ー
ル
を
活
用

し
、
年
間
を
通
し
て
の
水
泳
指
導
の
検
討
を…

。 

答
弁 

学
校
で
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
、
プ
ー

ル
の
維
持
管
理
の
あ
り
方
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

プ
ー
ル
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
他
自

治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
て
検
討
し
て
い
く
。 

◆
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置
に
つ
い
て 

質
問 

近
年
保
護
者
か
ら
学
校
に
寄
せ
ら
れ
る
ク
レ
ー 

ム
が
多
く
、
そ
の
対
応
に
教
員
が
追
わ
れ
、
多
く
の 

    

校内の止まり木で、心を休めて… 
一般質問より 

 
   

時
間
を
費
や
し
て
い
る
。
学
校
に
「
改
善
」
や
「
対
応
」

を
求
め
る
こ
と
は
当
然
あ
っ
て
よ
い
し
、
学
校
は
真
摯

に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
中
に
は
関

係
が
こ
じ
れ
て
、
話
し
合
い
が
進
ま
な
い
事
例
も
あ
る

と
聞
く
。
教
育
委
員
会
内
に
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
配

置
し
、
子
ど
も
の
利
益
を
念
頭
に
、
法
律
の
見
地
か
ら

学
校
に
助
言
を
頂
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

答
弁 

保
護
者
か
ら
の
過
度
な
要
求
や
ク
レ
ー
ム
の
対
応

で
、
教
員
が
苦
慮
し
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
、

教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
他
自
治
体
を
参
考
に
検

討
を
進
め
て
い
く
。 

◆
教
職
員
の
「
実
効
性
あ
る
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て 

市
長
の
答
弁 

教
育
の
道
を
選
ぶ
若
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
る
。
教
員
を
目
指
す
若
者
に
も

希
望
を
持
っ
て
も
ら
え
る
働
き
方
改
革
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
全
力
で
支
援
し
て
い
く
。 

 

「
緊
急
提
言
」
は
出
さ
れ
た
け
れ
ど 

 
 

遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ 

働
き
方
改
革 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌倉市議会議員 
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市は市役所を深沢に移転させるために（理由は 39号

参照）昨年 12月議会で「鎌倉市役所の位置を定める条

例」の改正（案）を議題としたが、採決の結果、賛成

16、反対 10で否決された。（出席議員の２/３以上の賛

成が必要な特別議決案件のため）反対理由の一つとして

挙げられていたのが、「市民の理解が得られていない」

というものだった。それをうけて、 

●市民の理解を得るために取り組んできたこと。 

１．「市長と語る鎌倉のみらい」6回（延べ 149人参加） 

２．「公共施設のあさって・おしゃべり会」25回 

（延べ 183人参加） 

３．ONE DAY PLAYPARK 市民対話 2回（延べ 55人参加） 

４．トークイベント （49人） 

５．ふれあい地域懇談会 8回（延べ 167人参加） 

６．出前講座      5回（延べ 115人参加） 

◆市が行った説明会は 47回、延べ 718人の方々がご参

加くださった。（9月 22日時点） 

2 議案に反対しました。 

◆議案第 49号 鎌倉市廃棄物の減 

量化、資源化及び処理に関する条例 

の一部を改正する条例の制定→可決  

●竹田は反対討論を行いました。 

反対討論要旨 事業系一般廃棄物処理手 

数料を 1.6倍に改定することにより、 

県内でトップの手数料となる。近隣市との均衡がとれ

ているとは言えない。また中小企業の倒産は、現在コ

ロナ禍を上まわるペースで増えている。社会経済情勢

をふまえた改定とは言えない。 

◆議案第 51号 一般会計補正予算（第 5号）→可決 

補正予算額に「不登校特例校設置事業費」が含まれ

ているため、●竹田は反対討論を行いました。 

反対討論要旨 不登校特例校の設置は市長提案による

ものだが、市長から独立した教育委員会で「政策決定」

がなされるべきところ、合意形成に至っていない。ま

た、不登校児童生徒が、学校に何を求めているか、な

ぜ不登校になっているのか、その気持ち 

に学校が辿り着くこともなく、不登校児 

童生徒が不登校特例校への転籍を選ぶこ 

とにつながりかねない。 

現在の市役所は 1969年に建てられ、築 54年を迎

える。当時の設計要旨には「自然の環境を背景に、

史都鎌倉にふさわしい造形を表現し…」と記載さ

れ、意匠の部分では「落ち着いた景観に調和させ、

和風様式をとった」と書かれている。現在市は、

長寿命化等により現庁舎を残すか、建て替えをす

るか、結論を出していない。 

現在、「市庁舎現在地利活用基本計画中間とり

まとめ」がホームぺージでも公表されているが、

基本理念を「誰もが気軽に利用でき、つどい、ま

なび、つながる、魅力ある居場所として生まれ変

わる」とし、導入機能は、図書館機能・市民活動

スペース（ホール・集会室・ギャラリーなど）・

行政サービス機能・民間機能な 

どとしている。 

それぞれの機能を十分に果た 

すためのスペースがとれるのか 

更なる検討が必要である。 

◆2022年度一般会計決算の認定について→認定 

●竹田ゆかりは認定しました。 

認定理由 鎌倉市立小中学校すべての学校の特別教

室に空調設備設置が行われたことを評価した。 

◆議会議案第 3号 紙の保険証廃止について、見直 

しを求める意見書→可決（竹田賛成） 

◆議会議案第 4号 帯状疱疹ワクチンへの助成な 

らびに定期接種化を求める意見書→可決（竹田賛成） 

●深沢地域周辺道路の混雑を心配する声に応えて 

「深沢地域周辺道路の整備計画」策定を目指し、

交通量調査・交通量推計・周辺道路の課題整理・

バスベイ整備の検討・交差点の右折レーン整備の

検討・新設道路の設計・深沢小学校の西側道路の

設計・深沢交差点改良の検討などを行っている。 

●新庁舎建設予定地付近の液状化について心配す

る声が上がっているが…。 

東日本大震災を踏まえて「改訂された基準」によ

り、これまでの想定に加え、更に大きな地震を想

定して検討を行った。その結果、新庁舎建設予定

地付近は液状化しないことを、すでに確認済み。 

 

市役所が深沢に移転したのち、 

市役所跡地はどうなるのか？ 

 

 

 

 

否決から 10カ月。この間、市が取り組んでき

たこと、すでに確認されていること。 

 

 


